
　
本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
各
位

の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
て
、
第

１
回
南
島
原
市
表
彰
式
を
挙
行

し
、
市
内
各
界
に
わ
た
っ
て
本

市
の
発
展
に
ご
功
労
の
あ
っ
た

皆
様
方
の
表
彰
式
を
行
う
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に

喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
受
賞
者
の
皆
様

は
、
い
ず
れ
も
各
分
野
に
わ
た

り
優
れ
た
業
績
を
残
さ
れ
た
方

ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
献
身
的

と
も
い
う
べ
き
ご
努
力
と
不
断

の
ご
苦
労
は
ま
さ
に
市
民
の
鑑

と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
あ
ら
た
め
て
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
市
表
彰
制
度
は
、
本
年

創
設
い
た
し
ま
し
た
も
の
で
、

皆
様
が
記
念
す
べ
き
初
め
て
の

受
賞
者
で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　
ご
案
内
の
と
お
り
、
最
近
の

我
が
国
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

め
ま
ぐ
る
し
い
ま
で
に
変
化
を

み
せ
て
き
て
お
り
ま
す
。
少
子

高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
国
際

化
が
急
速
に
進
展
す
る
と
い
う

状
況
の
中
で
、
昨
年
３
月
に
８

町
合
併
に
よ
り
南
島
原
市
と
し

て
誕
生
い
た
し
た
ま
し
た
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
産
業
・
経

済
、
福
祉
・
保
健
あ
る
い
は
環

境
保
全
な
ど
の
面
で
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
行
政
に
携
わ

る
私
ど
も
の
責
任
も
ま
す
ま
す

重
大
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の

目
線
に
立
っ
て
、
地
域
の
発
展

に
向
け
、
よ
り
一
層
の
力
を
注

い
で
ま
い
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
こ

と
は
私
ど
も
だ
け
で
は
力
の
及

ば
な
い
課
題
も
多
く
、
市
民
の

皆
様
方
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
わ
が
市

の
発
展
も
あ
り
得
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

そ
の
豊
富
な
見
識
と
貴
重
な
体

験
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
、
わ

が
南
島
原
市
の
発
展
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
日
の
表
彰
を

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
祝
福
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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南
島
原
市
で
は
今
年
７
月
、
「
自

治
の
振
興
及
び
産
業
、
厚
生
、
教
育
、

文
化
等
の
進
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
顕
著
な
も
の
を
表
彰
し
、
も
っ
て

本
市
の
向
上
発
展
を
図
り
、
市
民
の

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
、
表
彰
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
今
回
、
新
市
発
足
後
初
め

て
と
な
る
表
彰
式
を
10
月
21
日
㈰
、

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
で
開
き
、

徳
行
や
地
方
自
治
功
労
な
ど
73
人
、

２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
内
訳
は
、
徳
行
（
市
に

対
す
る
寄
付
）
が
１
人
と
１
団
体
、

地
方
自
治
功
労
19
人
、
社
会
福
祉
功

労
５
人
、
産
業
功
労
33
人
、
教
育
文

化
功
労
６
人
、
交
通
安
全
・
防
犯
・

消
防
功
労
８
人
、
特
別
賞
（
ス
ポ
ー

ツ
）
が
１
人
と
１
団
体
。

　
今
回
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
幅
広

い
年
代
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
特

別
賞
で
は
現
在
高
校
生
の
西
田
隆
蔵

さ
ん
や
布
津
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）
が
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
松
島
市
長
が
「
こ
の
た

び
の
受
賞
者
の
皆
様
は
、
い
ず
れ
も

各
分
野
に
わ
た
り
優
れ
た
業
績
を
残

さ
れ
た
方
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
献

身
的
と
も
い
う
べ
き
ご
努
力
と
不
断

の
ご
苦
労
は
ま
さ
に
市
民
の
鑑
（
か

が
み
）
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
」

と
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
被
表
彰
者
を
代
表

し
、
社
会
福
祉
功
労
表
彰
を
受
け
た

松
坂
興
志
さ
ん
が
「
南
島
原
市
が
誕

生
し
て
初
の
表
彰
の
栄
に
浴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
光

栄
な
こ
と
で
あ
り
、
生
涯
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
喜
び
と
な
り
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
南
島
原
市
初
の
受
賞
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　

表
彰
項
目
と
対
象
内
容

①
人
命
救
助

　
自
己
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
人
命
を

　
救
助
し
た
も
の

②
徳
行

　
徳
行
卓
越
し
、
他
の
模
範
と
な
る
も
の

③
地
方
自
治
功
労

　
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功

　
績
顕
著
な
も
の

④
社
会
福
祉
功
労

　
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
顕

　
著
な
も
の

⑤
産
業
功
労

　
産
業
の
開
発
及
び
振
興
に
貢
献
し
、
そ

　
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑥
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

　
教
育
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

　
献
し
、
そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑦
保
健
・
環
境
功
労

　
保
健
衛
生
及
び
環
境
保
全
の
向
上
に
貢

　
献
し
、
そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑧
納
税
功
労
　

　
納
税
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑨
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
防
防
災
功
労

　
交
通
安
全
、
治
安
の
維
持
並
び
に
水
火

　
災
等
の
防
護
及
び
復
旧
に
貢
献
し
、
そ

　
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑩
勤
労
功
労

　
永
年
に
わ
た
り
勤
労
に
励
み
、
他
の
模

　
範
と
な
る
も
の

⑪
そ
の
他

　
そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る
と
認
め
ら

　
れ
る
も
の

　株
式
会
社
雲
仙
き
の
こ
本
舗

　
　
　
　
　
　（
有
家
町
尾
上
）

　
石
坂
　
信
一（
岐
阜
市
）

　　荒
木
　
昭
明
（
加
津
佐
町
己
）

池
田
二
千
六
（
北
有
馬
町
己
）

伊
藤
　
　
士
（
有
家
町
石
田
）

桑
原
　
幸
治
（
西
有
家
町
須
川
）

川
口
　
　
久
（
南
有
馬
町
丙
）

古
賀
　
郁
夫
（
加
津
佐
町
己
）

佐
藤
　
法
男
（
有
家
町
久
保
）

嶋
内
　
好
末
（
有
家
町
小
川
）

白
髭
　
貞
俊
（
有
家
町
尾
上
）

城
川
　
清
人
（
北
有
馬
町
丁
）

末
吉
　
賢
良
（
有
家
町
原
尾
）

田
口
　
　
慧
（
口
之
津
町
乙
）

立
石
　
敏
彦
（
口
之
津
町
乙
）

野
田
　
直
行
（
北
有
馬
町
丙
）

林
田
　
利
雄
（
南
有
馬
町
己
）

日
向
　
義
忠
（
加
津
佐
町
己
）

福
田
　
　
出
（
加
津
佐
町
己
）

増
田
　
　
篤
（
有
家
町
小
川
）

松
本
　
政
博
（
加
津
佐
町
戊
）

　　荒
木
　
義
信
（
布
津
町
乙
）
　

大
平
　
静
子
（
布
津
町
甲
）
　

松
坂
　
興
志
（
加
津
佐
町
丙
）

元
村
　
麗
子
（
布
津
町
乙
）
　

山
本
　
繁
則
（
口
之
津
町
甲
）

　

　穐
山
　
儀
平
（
加
津
佐
町
乙
）

穐
山
　
利
美
（
加
津
佐
町
乙
）

安
　
　
久
夫
（
西
有
家
町
長
野
）

池
田
　
隼
太
（
西
有
家
町
龍
石
）

石
橋
　
　
仁
（
有
家
町
大
苑
）

伊
藤
　
　
一
（
有
家
町
石
田
）

伊
藤
　
和
清
（
南
有
馬
町
丙)

糸
山
　
　
泉
（
南
有
馬
町
戊
）

植
木
　
郡
藏
（
西
有
家
町
須
川
）

江
島
　
　
鮮
（
南
有
馬
町
丙
）

大
平
　
敏
秀
（
布
津
町
甲
）
　

岡
本
　
三
郎
（
深
江
町
丙
）
　

金
子
　
　
實
（
西
有
家
町
須
川
）

神
　
　
三
男
（
有
家
町
石
田
）

楠
田
　
藤
年
（
有
家
町
尾
上
）

小
林
　
一
二
（
加
津
佐
町
丙
）

齊
藤
　
要
介
（
加
津
佐
町
己
）

下
田
　
峯
吉
（
布
津
町
丙
）
　

高
原
　
　
功
（
深
江
町
丁
）
　

中
尾
　
國
美
（
加
津
佐
町
己
）

永
田
仙
三
郎
（
西
有
家
町
須
川
）

永
田
　
輝
彦
（
西
有
家
町
須
川
）

永
吉
　
　
悟
（
南
有
馬
町
乙
）

西
村
　
正
人
（
西
有
家
町
須
川
）

林
田
　
雅
昭
（
西
有
家
町
里
坊
）

松
崎
　
利
幸
（
有
家
町
尾
上
）

水
嶋
　
廣
幸
（
南
有
馬
町
乙
）

三
宅
　
綱
英
（
南
有
馬
町
己
）

森
　
　
實
義
（
西
有
家
町
須
川
）

山
下
　
重
彦
（
布
津
町
甲
）
　

山
下
南
海
夫
（
布
津
町
甲
）
　

吉
田
　
　
泉
（
加
津
佐
町
丙
）

吉
田
久
壽
雄
（
西
有
家
町
須
川
）

　

　石
橋
　
政
文
（
布
津
町
丙
）
　

川
島
　
　
綱
（
北
有
馬
町
戊
）

佐
藤
　
克
昭
（
北
有
馬
町
丁
）

立
川
　
安
彦
（
加
津
佐
町
己
）

溝
江
　
敦
子
（
布
津
町
乙
）
　

村
山
　
宏
明
（
布
津
町
乙
）
　

　　　荒
木
　
昭
明
（
加
津
佐
町
己
）

川
口
　
　
久
（
南
有
馬
町
丙
）

福
田
　
　
出
（
加
津
佐
町
己
）

　　　相
川
　
博
文
（
西
有
家
町
長
野
）

荒
木
　
鶴
男
（
口
之
津
町
甲
）

酒
井
　
良
明
（
北
有
馬
町
丙
）

友
永
　
公
徳
（
口
之
津
町
丙
）

内
藤
　
八
人
（
北
有
馬
町
己
）

本
多
　
一
則
（
口
之
津
町
乙
）

松
　
　
　
強
（
布
津
町
甲
）
　

山
本
　
孝
好
（
加
津
佐
町
乙
）

　　西
田
　
隆
蔵
（
南
有
馬
町
甲
）

布
津
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部〔
男
子
〕（
布
津
町
乙
） 

　
　

　
　
【
五
十
音
順
・
敬
称
略
】

　
　

(故)

▲受賞者代表謝辞を述べる松坂興志さん

納

税

功

労

（
※
地
方
自
治
功
労
と
重
複
）

交

通

安

全

・

防

犯

・

消

防

防

災

功

労

地

方

自

治

功

労

社

会

福

祉

功

労

　

徳

　

　

　

行

　

産

業

功

労

教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

特

別

賞

南　島　原　市　被　表　彰　者

徳
行
や
地
方
自
治
功
労
な
ど
73
人
、

２
団
体
を
表
彰

平
成
19
年

南
島
原
市
表
彰
式

広報 2007.11. 1 2広報 2007.11. 13


